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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

本研究は，現在まで検討されてきた GW 級の電力を地上に無線で継続的に供給する比較的大規模な太

陽光発電衛星構想と無線電力供給技術から着想を得て，現在の技術レベルで設計できる比較的小規模

な宇宙太陽光発電衛星を用いてコンステレーションを形成し，人工衛星，惑星探査機への継続的無線

電力供給を可能とするエネルギー軌道の構築を提案したことで，総重量の 10－25%を占める太陽電池

または原子力発電機を不要とし，総重量を軽減したり，人工衛星のペイロードに配分する重量を

加重したり，稼働範囲を拡大したりすることを可能にしたもので，宇宙活動の長期的持続可能性

に資する重要な知見を得たものとして宇宙工学上の寄与は顕著であり，価値ある業績であると認め

る。

よって，本論文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める。 




